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秋田日独協会会報 Japanisch-Deutsche Gesellschaft Akita    Nr.16（2025 年 2 月） 

Die (友情) 

Freundschaft 

秋田市・パッサウ市姉妹都市提携 40周年記念行事を振り返る 

日独協会の関わりと今後の課題 

                                  会長 添野 武彦 

 

令和 6年 8月 5日から 8日までの 4日間、秋田市・

パッサウ市姉妹都市提携 40 周年を記念して、パッサ

ウ市から同市副市長アーミン・ディックル氏をはじめ

とする総勢 39 名のパッサウ市民の方々が秋田市にい

らっしゃった。その構成は、7 名の市議会議員を含む

市当局者、パッサウ独日協会会長ノルベルト・パルー

ザ氏に引率された多数の市民交流団、及び記念演奏会

のための音楽関係者などであった。  

前回、35周年記念で私共がパッサウ市を訪問した際

の目玉行事は、秋田市民有志とパッサウ市・聖シュテ

ファン大聖堂合唱団による【シューベルト G-Durミサ

曲】の合同合唱であった。それに対して今回は、入念

な準備を経て昨年に実施された両市のプロ写真家に

よる【プロ写真家から見た両市の日常生活】と題した

写真集作成と、その展示会実施が中心的企画であった。

これはパッサウ独日協会会長パルーザ氏の提案によ

るところが大である、と仄聞している。更にもう一つ

の企画は、プロ演奏家による【金管五重奏コンサート】

である。秋田市民も共演の形でプログラムの一端を担

った。即ち、演奏会場のアトリオン音楽ホールを拠点

とし活動している《アトリオン少年少女合唱団》が演

奏者の伴奏により共演した事と、日独協会会員有志を

含む秋田市民の独自合唱演奏を加えた事であった。こ

れらの企画はいずれも評判が良く、大成功であった。 

更に、遠来の友人たちにとって何よりも秋田市訪問

が深く印象に残ったであろうことが、伝統行事である

《竿灯祭り》を観賞して貰った事ではなかろうか。長

年のお付合いにも拘らず、竿灯祭をお見せするのが初

めてだったというのは、意外な盲点であった。この様

な魅力溢れる企画が盛り沢山で、訪問団はドイツから

の長旅の疲労も抜け切らないまま、強行日程で秋田の

滞在期間を過ごされた。私は、さぞお疲れのことであ

ったのではないかと危惧している。 

私は、これら記念行事実現のため尽力された秋田日

独協会会員各位、パッサウ市独日協会役員各位、並び

に両市当局の関係各位、就中、 

獅子奮迅のご努力をされたパル 

ーザ会長には、深甚の感謝を申し上げたい。 

この様に多くの方々のご協力により、草の根的市民

交流が一層活発になる事は嬉しい事である。しかしそ

の反面、主体が市当局でありながら、折角の写真集が

予算不足で一般市民向けに頒布販売できなかった事。

写真展示会開催期間が極めて短く、多くの市民に十分

に楽しんでもらえなかった事。訪問団の市内移動手段

としてバスなどが借り切れない等、幾つかの課題も明

らかになった。 

特に、後日、姉妹都市フォーラムが開催された折に

ではあるが、パッサウ市との姉妹都市提携の当初期を

知る一市民から、パッサウ市を撮影した写真について

詰問されたということが、私共の協会理事の一人から

報告され、心に刺さった：そもそもこの姉妹都市提携

は、故高田市長さんの並々ならぬご尽力により実現し

たのである。提携実現後間もなく、友好の証として秋

田市民の寄付によりパッサウ市に五百本の桜が植樹

されたのだが、『写真にはその移植後の現状が映され

ていない』という事を問題にされていたという。抗議

された方は、当時の新聞記事の切り抜きを持参されて

いたとのことであった。 

私共・日独協会としても、派遣された草彅先生に、

パッサウ市に桜の記念植樹が行われた経緯を説明す

るべきであったし、秋田市からも派遣に先立ち、姉妹

都市提携に至った歴史をお知らせするべきであった

と反省している。 

パッサウでの写真展は 10月 27日から 12月 15日ま

で開催された。その印象について、パッサウ市で刊行

されている日刊紙には、今回の写真展開催に関連して、

姉妹都市提携の経緯に軽く触れた記事が掲載されて

いる。 

こうである： Der verliebte Bürgermeister und 

die Folgen 『(パッサウに)惚れ込んだ一市長さんの
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思いとその結果』とする見出しの記事である。K. Ditté 

氏の撮影した海岸に手を繋いで立つ二人の児童像と、

草彅氏撮影の橋の裏面に反射する光の模様の写真を

引用しての記事である。大変見応えのある写真展であ

ったとして、解説が加えられている。展示会開催初日

の翌日の記事であった。 

また、過去には秋田市を記念して、パッサウ市内に

【秋田通り】と言う名を冠した道路を決定したが、市

郊外の余り人通りの多くない地域のそれに命名する

のは、些か問題があるのではないかとして、市議会で

討論された記事が掲載されたこともあった。 

この様に、良かれ悪しかれ秋田市側からの動きがあ

った時には、地方紙はそれなりに大きく紙面を割いて

記事を掲載してくれていた。私共、日独協会も更に積

極的に魁新報や TV 会社に働きかけて、姉妹都市交流

をもっと取り上げてもらう必要があると反省してい

る。 

その反面、秋田市内に【パッサウ】と明記されてい

る場所などはあるのだろうか？市役所構内の【友情の

鐘】と、中央郵便局の【パッサウ市との姉妹都市】と

彫られた接客カウンターの腰板数枚のみである。もう

少しパッサウを連想（或いは記念）させる箇所・物な

どに名を残す事も考えても良いのではないかと思う。 

姉妹都市提携は、成立までに大きな努力が必要であ

り、その維持にも持続する情熱と経済的な裏付けが必

要な事は明らかである。確かにこれは両市間の契約で

あり、行政が主体となる事案ではある。私たち日独協

会或いは独日協会は、飽くまでもこの良好な関係が末

長く続く事を切望するものである。そのために、周年

行事などが企画される際には、その実施に向け喜んで

協力・助力する立場をとっている。その時の活動が協

会会員間の親睦を深め、市当局との円滑な意思疎通に

も繋がると確信している。従って市との関係は、将に

車の両輪の関係であるべきであろう。 

私たち日独協会会員にとっての姉妹都市交流は、ド

イツへの関心を深める場である事は論を俟たない。従

来通り、5 年毎に相互に交流する事は、分かり易い行

事である。しかし、これに満足せず、35周年、40周年

の際に実行された様に、何かテーマを持って、お互い

に訪問するのが有意義ではないかと考える。単なる物

見遊山にはしたくないものである。 

だが、日独協会会員であることが、経済的な負担と

なるばかりでは拙い。35周年にパッサウに出かけた折、

パッサウ市側では【秋田デー】を企画し、市内の商業

施設広場を提供してくれていた。その際は残念ながら、

こちら側からの売り込みが極めて消極的ではなかっ

たかと感じている。今、欧州では日本食に異常な人気

が集まっている。それに合う秋田の銘酒とか、料理方

法。秋田市の観光なども宣伝すべきと思う。必ずしも

協会員限定ではなく、広く県内に有志を募ればよろし

いのではないだろうか？但し、日独協会の活動を経済

的な面に限定するのは、好ましくないと考える。 

今回の写真を媒体とした様な芸術は勿論、スポーツ、

音楽、大学間の交流、更には市立病院をはじめとする

市内病院群とパッサウ市立病院間の交流など、多岐に

わたる文化的交流を目指すのも大切ではないかと、誇

大な夢を膨らませるこの頃である。 

今後の交流のあり方を皆さんで大いに語りあい、今

年も日独協会の活動を楽しみたいものである。 

皆さま、今年も宜しくお願いします！ 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

≪会員のご子息よりご寄稿いただきました≫ 

ドイツ日記 後編 

平野 亜子 

 私は、現在、一昨年（2023 年）の 8 月から約 10 ヶ

月の留学生活を終えて帰国し、改めて気づいた日本の

美しさと文化の魅力を感じながら生活しています。今

回は、ドイツ留学を通して変化した私の内面と忘れら

れない景色についてご報告いたします。 

 私の大きな内面の変化の一つ目は、何事にも積極的

に挑戦し、未来を開拓していくサバイバル精神が身に

ついたことです。全てが自分にとって新しいもので溢

れている異国の地での生活は、毎日が新鮮で挑戦でし

た。多言語を使ってコミュニケーションを取ること、

一人で旅をすること、問題を解決すること、それらす

竿灯祭りでのパルーザ会長 



3 

べての経験がその瞬間瞬間で私を強くしてくれまし

た。自信をつけていった私は、自ら積極的にやりたい

ことに挑戦したことで、自分の人生を自分の力で切り

開いていくということの意味や方法を学ぶことがで

きました。 

 二つ目は、モノや娯楽に対する考え方です。以前私

はとても流行に左右され、モノやお洋服を購入する際

には常に最新のものを意識し、休みたい時や気分転換

したい時にも、買い物やスマホを見るなど、時間とお

金の浪費をしていました。しかし、ドイツ人の徹底し

たエコ意識や自然の中で過ごすことを好む国民性に

触れたことで、自分の生活がいかに利便化されたもの

になり、物に溢れているようで、実は飢えていたのか

ということに気づくことができました。今は、新しい

ものを追い求めるのではなく、今持っている本当に自

分が必要とするものを大切にし、自然の中で過ごすこ

とや体験・経験を積むことを心がけています。そうす

ることで、少し生活が豊かになった気がします。 

 そして三つ目の変化は進路選択の考え方です。ドイ

ツの教育制度は日本と異なり、13歳頃から大学進学を

するのかなど自分の将来を考える必要があります。つ

まり、日本では自分のやりたいことを見つけるために

大学に進学する人が多いですが、ドイツの人はそれよ

り前に自分のやりたいことを見つけ、それぞれの道を

歩んでいます。もちろん国による制度の違いがあるた

め容易に比較することは難しいですが、私が出会った

ファミリーや友達は大学に行っていない、もしくは行

かない人が多く、若くして社会に出て仕事をしていま

した。そんな姿を見て、私も早く社会に出て活躍した

いと考えるようにもなりました。彼らから何度も大学

で何をしたいのか、将来のビジョンをどう描いている

のか質問されたことで、自分の将来の姿を真剣に考え

ることができたので、大変に感謝しています。 

 次に、私がドイツで訪れた地で特に印象に残ってい

る場所を二ヶ所ご紹介します。一つ目はドイツの南に

位置するシュヴァンガウにあるノイシュヴァンシュ

タイン城です。私が滞在したのはまだ雪が少し残った

3 月の下旬でした。まるでおとぎ話に出てきそうなお

城と幻想的な雪、伝統的な家屋が並ぶ街並み、美しい

アルプス山脈に囲まれた景色は、まさに想像していた

ドイツそのものでした。朝早く起きてホテルを出て、

近くにある湖へ白鳥に会いに行ったことも良い思い

出です。もう一つはベルリンから電車で 30 分ほどの

ところにあるブランデンブルク州の首都ポツダムで

す。ポツダムにある複数の宮殿と庭園は世界遺産に登

録されており、ドイツのプロイセン時代の歴史を感じ

ることができます。繊細だけどずっしりと佇む建築物

とそれらをさらに引き立たせる整えられた庭園は、言

葉に表せられないほど美しく、ずっとここにいたいと

思わせるものでした。是非みなさんにもドイツを訪れ

た際には一度は足を運んでいただきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
ポツダム サンスーシ宮殿 

 

ノイシュヴァンシュタイン城 
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大学内の見学 

中央：ノルベルト・パルーザ独日協会会長 

左：通訳の千里さん（秋田市出身、パッサウ在住） 

最後になりましたが、長期留学を通して異国の地で

生活をし、異なる文化や考え方を学べた経験は、私を

成長させてくれました。その場所としてドイツを選択

し、魅力的な文化や人に出会えたことは私の人生の財

産です。この場をお借りして、今回のドイツ留学を通

して支えてくださったすべての方々に感謝申し上げ

ます。 

Ich möchte Ihnen allen aus tiefstem Herzen 

danken. 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪秋田市・パッサウ市姉妹都市提携 40周年記念行事≫ 

秋田市・パッサウ市姉妹都市提携 40 周年を記念して、パッサウ市から 39 名の交流団が秋田市を訪れました。巻

頭言に会長がその詳細を語ってくださっていますが、改めまして 2024年 8月 5日～8日の行事をご紹介いたします。 

 

＜8月 5日＞ 秋田市到着 秋田公立美術大学を見学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8月 5日＞ 秋田日独協会主催歓迎晩餐会開催 於：千秋亭 

 

 

 

 

 

 

 パッサウ市交流団 39名 

日独協会会員および関係者 48名 

漆工芸体験：お猪口・お箸の制作 

（講師：熊谷教授） 

職場体験でお世話になった保育園の子供達と 
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なまはげ太鼓鑑賞後に写真撮影 なまはげ太鼓（真山おろし）“男鹿っ鼓” 

市民交流団との合唱による交流 

「浜辺の歌」「ローレライ」「リリー・マルレーン」 

料理メニュー：おにぎり、天然だしのお味噌汁、味噌玉、茹で枝豆、焼き枝豆 

記念品交換 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8月 6 日＞ 日本料理教室開催 講師は料理研究家の高堂路子さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8月 6 日＞ AKT秋田テレビ表敬訪問 

8 月 6 日、秋田日独協会法人会員である AKT 秋田テ

レビ株式会社への表敬訪問が実施されました。 

パッサウ独日協会パルーザ会長、通訳千里さん、随

行の添野会長、川村副会長、渋谷副会長の 5人を、石

塚代表取締役社長、石橋専務、進藤取締役の御三方が

満面の笑みで出迎えてくれました。パッサウ市の歴 

 

 

史、文化、市勢発展等につき大いに宣伝する機会を与

えていただいたこの度の訪問。石塚社長はじめ役員諸

氏には、感謝の念を捧げると同時に、今後の秋田ーパ

ッサウ両市の日独姉妹都市交流につき、尚一層高い関

心を払ってくれることを願ってやみません。 

 



6 

＜8月 7日＞ 記念写真展「Flow/Glow」オープニングセレモニー 於：文化創造館 

姉妹都市提携 40 周年を記念した「芸術写真交流プ

ロジェクト」として、前年の秋に秋田市在住の写真家

草彅裕氏がパッサウを訪れ、またパッサウ在住の写真

家 Klaus Ditté（クラウス・ディッテ）氏が秋田市を

訪問しそれぞれの街を写真に納めました。秋田人が見

たパッサウと、パッサウ人が見た秋田市、両市の街並

みが集まった写真展「Flow/Glow」が開催され、多くの

人が訪れました。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜8月 7 日＞ 姉妹都市提携 40 周年記念音楽コンサート 於：アトリオン音楽ホール 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪川村誠副会長 ”パッサウ独日協会名誉会員”≫ 

2024 年 8 月 5 日、“千秋亭”にて開催の「秋田日独

協会主催パッサウ訪問団歓迎晩餐会」の席上、       

N.パルーザ・パッサウ独日協会会長より、長年にわた

り「秋田市ーパッサウ市姉妹都市交流」にご尽力され

た川村誠副会長に 「パッサウ独日協会名誉会員認定

書」が手交されました。 

 

 

 

 

 

 

  

管楽器五重奏団“バタバ・ブラス”と 

アトリオン少年少女合唱団との共演 

秋田市民合唱連盟による歓迎演奏 

添野会長をはじめ、秋田日独協会会員も参加 

左より 草彅裕氏、アルミン・ディックルパッサウ副市長、 

    穂積志秋田市長、クラウス・ディッテ氏 

セレモニーの後、写真展オープン 

開催期間：2024年 8月 7～19日 
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会場「Kulturmodell」の前にて パッサウ大学教授 L.Barbara氏と通訳の Zurさん 

 

パッサウ新報記事（2024年 10月 29日付） 

 

≪パッサウ市で写真展開催≫ 

2024年 8月に秋田市で開催された写真展「Flow/ 

Glow」がパッサウ市でも開催されました。そのオー

プニング式典に出席された写真家の草彅裕氏からレ

ポートを頂きました。 

会員 草彅 裕 

10 月 22日から 28日までパッサウ市を訪問。写真

展「Flow/Glow」が Kulturmodell にて開催された。

26 日のオープニングでは、パッサウ市長、ミュンヘ

ン副領事、パッサウ独日協会会員はじめ、約 90名が

参加し、大盛況。また、パッサウ大学も訪問し、秋

美大との学生交流ための写真ワークショップ開催の

打合せを行い、今後の更なる活発な国際交流実現

へ。滞在中はパルーザ会長からの心からの歓迎と多

くの支援をいただき、1989年に秋田市よりパッサウ

市へ寄贈した桜の樹の撮影や写真家のクラウスさん

のご案内でボヘミアのルーゼンマウンテンなども訪

問し、今回も貴重な多くの写真撮影が実現しまし

た。 
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ドイツ語で格言・諺: Wenn's am besten schmeckt, soll man aufhören.  

一番おいしい時に、やめよ。（腹八分目） 

≪秋田市国際フェスタ 2024に参加しました≫ 

2024 年 9 月 1 日（日）、秋田拠点センターアルヴェ

１階「きらめき広場」で「秋田市国際フェスタ 2024」

（主催：秋田市、秋田市姉妹都市フォーラム）が開催

され、秋田市の友好姉妹都市や秋田市在住の外国出身

者の母国を紹介するブースが出展されました。 

秋田日独協会も会員 5 人がドイツブースを担当し、

パッサウの紹介に協力しました。 

ブースでは、ドイツに行ったことがある人、行って

みたいという人との話に花が咲きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪2025年度の予定≫ 

2025年 

2月 10日 会報（Nr.16）発行 

2月 15日 新年祝賀会・記念講演会 

7月中旬  定時総会・記念講演会 

9月上旬 「秋田市国際フェスタ」参加 

11月中旬 「外国人による日本語スピーチコンテスト」後援 

2026年 

2月上旬  会報（Nr.17）発行 

2月    新年祝賀会・記念講演会 

 

 

 

 

≪編集後記≫  

今回はパッサウ姉妹都市提携 40周年記念の特集号として交流の模様をたっぷりとお届けしました。次の節目で

ある 45 周年には秋田からパッサウへ訪問する番がやってきます。それに向けて今回高まった気持ちをさらに熱く

できるよう会報を通じて皆さんに情報をお届けしていきたいと思います。 

会員の皆さんからの寄稿やメッセージ、そして、ドイツに関する話題などを広く募集します。送り先は、表紙の

事務局の住所へ、または、メールにてお送りください。 

 

 

 

 

法人・団体会員      （株）秋田魁新報社様         （株）JTB 東北秋田支店様  

（株）東北 i ツアーズ様  （株）日本旅行東北秋田支店様   秋田テレビ（株）様 

しんあくら（株）様    野口裕子筝曲会様 


